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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

環
境
美
化
・
防
災
・
防
犯
な

ど
、
地
域
に
お
け
る
課
題
を
解
決

し
、
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た

め
に
は
、
住
民
自
身
が
こ
れ
ら
の

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

す
。
自
治
会
活
動
を
活
性
化
し
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」
を
促
進

す
る
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民

団
体
や
企
業
と
の
協
働
関
係
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」
の
拠

点
と
な
る
自
治
会
集
会
施
設
に
つ

い
て
は
、
建
設
・
修
繕
な
ど
の
整

備
を
支
援
し
ま
す
。

平
和
で
思
い
や
り
の
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り

社
会
の
中
で
生
き
生
き
と
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
、
差
別
や
偏

見
の
な
い
平
和
で
思
い
や
り
の
あ

る
明
る
い
社
会
を
築
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
意
識
を

高
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
充

地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
体
験
学
習
な
ど
を
通
じ
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

防
災
体
制
の
整
備

関
東
地
方
で
今
後
、
大
規
模
な

地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
ほ

か
、
都
市
化
の
進
展
で
大
雨
に
よ

る
深
刻
な
浸
水
被
害
を
受
け
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況

を
踏
ま
え
「
川
越
市
地
域
防
災
計

画
」
を
見
直
し
、
災
害
に
対
す
る

予
防
・
応
急
対
策
・
復
旧
な
ど
を

総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
人
為
的
な
事
件
・
事
故

か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
を
守
る
た

め
、
情
報
伝
達
・
避
難
誘
導
な
ど

の
体
制
を
確
立
し
、
危
機
管
理
体

制
の
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

消
防
・
救
急
体
制
の
整
備

火
災
な
ど
に
よ
る
被
害
の
防

止
・
軽
減
を
図
る
た
め
、
消
防
車

両
・
器
材
を
計
画
的
に
整
備
し
、

消
防
力
を
強
化
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
件
数
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
交
通
安
全
施
設
整

備
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て
交
通

安
全
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

消
費
者
対
策
の
推
進

経
済
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
日

常
生
活
の
利
便
性
や
快
適
性
は
向

上
し
た
も
の
の
、
商
取
引
を
巡
る

ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
商
取
引
に
関
す
る
相
談
件
数

は
、こ
こ
数
年
倍
増
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
権
利
を
保
護
す
る
た

め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
含
め

た
相
談
体
制
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
消
費
者
自
身
の
意
識
啓
発
に

努
め
ま
す
。

葬
祭
事
業
の
充
実

自
宅
な
ど
で
葬
儀
が
で
き
な
い

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
低
費
用
で
葬

儀
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
市
民

聖
苑
や
す
ら
ぎ
の
さ
と
」
の
利
用

件
数
が
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
斎
場
は
引
き
続
き
適
切
な

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
新
斎
場
建
設
に
向
け
て
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
政
策
企
画
課
政
策

担
当
・
℡
内
線
２
１
１
２

実
、
基
本
計
画
な
ど
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、平
和
の
尊
さ
を
認
識
し
、

平
和
を
愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
む
た

め
、
広
島
平
和
祈
念
式
典
へ
の
参

加
な
ど
、
市
民
参
加
に
よ
る
平
和

施
策
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
の
実
現
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
政
策
や
方
針
の
決
定
過
程
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
共

同
参
画
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
や
地
域
、
職
場
に

お
い
て
男
女
が
互
い
に
協
力
し
合

い
、
多
様
な
生
き
方
が
選
択
で
き

る
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

青
少
年
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
夢

を
は
ぐ
く
み
、
健
や
か
に
成
長
す

る
た
め
に
は
、
社
会
全
体
で
の
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

と
し
た
救
命
講
習
の
実
施
や
救
急

救
命
士
の
養
成
・
増
員
を
さ
ら
に

図
り
、
救
急
業
務
体
制
を
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

防
犯
対
策
の
推
進

犯
罪
の
発
生
件
数
は
全
国
的
に

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
内
で
届

け
出
が
あ
っ
た
犯
罪
発
生
件
数

は
、
九
千
五
百
件
と
県
内
の
市
町

村
で
三
番
目
に
多
い
状
況
で
す
。

自
治
会
な
ど
各
種
団
体
を
中
心
に

「
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
」

と
認
識
し
、
地
域
の
防
犯
推
進
体

制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
空
き
交
番
の
活
用
や
防

犯
灯
の
整
備
な
ど
を
進
め
、
犯
罪

が
起
き
に
く
い
環
境
を
整
備
し
ま

す
。

交
通
安
全
対
策
の
推
進

市
内
の
交
通
事
故
件
数
は
こ
こ

数
年
、
一
万
件
余
り
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
交
通
事
故
に

あ
う
可
能
性
の
高
い
高
齢
者
が
増

第
三
次
川
越
市
総

第
三
次
川
越
市
総

第
三
次
川
越
市
総
合
計
画

ひ
と
、
ま
ち
、

ひ
と
、
ま
ち
、

ひ
と
、
ま
ち
、
未
来
、
み
ん
な
で
つ
く
る
　
い
き
い
き

い
き
い
き

い
き
い
き
川
越

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
が
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
は
最
終
回
と
し
て
、「
第
六
章
　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち-

地
域
社
会
と
市
民
生
活-
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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「
動
物
の
愛
護
及お

よ

び
管
理

に
関
す
る
法
律
」
改
正

に
伴
う
お
知
ら
せ

■
特
定
動
物
（
危
険
な
動
物
）
を

飼
っ
て
い
る
方
へ

六
月
一
日
斥
か
ら
、
特
定
動
物

（
危
険
な
動
物
）
を
飼
う
場
合
に

は
、
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
法
律
改
正
に
よ
り
、「
危
険

営
業
を
開
始
す
る
前
に
保
健
所
で

登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す

で
に
届
け
出
済
み
で
営
業
を
行
っ

て
い
る
方
も
、
来
年
五
月
末
ま
で

に
新
た
に
登
録
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
届
け
出
の
対
象

に
な
ら
な
か
っ
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
仲
介
業
者
」「
ペ
ッ

ト
美
容
業
」
な
ど
も
、
新
た
に
登

な
動
物
」
は
「
特
定
動
物
」
に
名

称
が
変
更
さ
れ
、
全
国
一
律
の
規

制
に
変
わ
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
ワ
ニ
ガ
メ
・
オ

オ
ワ
シ
な
ど
、
県
の
条
例
で
は
指

定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
動
物
が
、

新
た
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

飼
育
す
る
施
設
に
つ
い
て
も
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
動

物
を
飼
っ
て
い
る
方
、
ま
た
、
こ

れ
か
ら
飼
い
始
め
る
方
は
、
許
可

な
ど
に
つ
い
て
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
・
ペ
ッ
ト
ホ

テ
ル
な
ど
を
営
業
す
る
動
物
取

扱
業
者
の
方
へ

六
月
一
日
斥
か
ら
、
動
物
取
扱

業
が
現
行
の
届
け
出
制
か
ら
登
録

制
に
変
わ
り
ま
す
。

動
物
取
扱
業
を
始
め
る
方
は
、

録
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
取
扱
業
の
種
類
な

ど
、詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
食
品
・
環
境
衛
生

課
環
境
衛
生
係
…
℡
２
２
７-

５
１
０
３

下
水
処
理
区
域
が
さ
ら

に
拡
大

六
月
一
日
斥
か
ら
、
次
の
住
所

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
公
共
下
水

道
が
使
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗

化
お
よ
び
公
共
下
水
道
へ
の
接
続

工
事
を
、
市
指
定
の
下
水
道
工
事

店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

全
部
地
域
…
府ふ

川か
わ

五
一
番
地

一
部
地
域
…
的ま

と

場ば

八
一
三
番
地$

下し
も

広ひ
ろ

谷や

一
二
一
一
番
地$

広ひ
ろ

谷や

新し
ん

町ま
ち

三
番
地$

鯨
く
じ
ら

井い

一
一
一

六
番
地$

豊と
よ

田だ

町
ち
ょ
う

二
丁
目
一

〇
番
地$

今い
ま

成な
り

四
丁
目
二
〇
番

地$

府
川
四
九
・
五
〇
番
地$

南
み
な
み

大お
お

塚つ
か

五
一
〇
・
五
一
一
番

地$

今い
ま

福ふ
く

四
三
一
番
地$

砂す
な

新し
ん

田で
ん

一
一
四
番
地

＊
一
部
地
域
と
は
、
地
番
の
一
部

が
処
理
区
域
に
な
る
こ
と
で
す
。

問
い
合
わ
せ
…
下
水
維
持
課
排
水

指
導
係
・
℡
２
３
９-

５
５
９

５

第17回小江戸川越花火大会
記念メッセージ花火
を募集！
７月22日析（悪天候の場合は23日隻）

ことしの会場は、伊佐沼公園

17回目を迎える小江戸川越花火大会。ことしも、皆さんの

記念メッセージ花火を募集します。結婚・出産・誕生日・入

学・卒業・就職・還暦・新築などのお祝いを、メッセージに

してみませんか。あなたの花火で、小江戸川越の夏の夜空を

彩りましょう。

申込期間…５月25日斥～６月７日戚
定員…先着20人
花火の種類・経費…４号玉段打ち（５発）20,000円（税込）
申し込み…必要事項を記入した申込書に経費を添えて、平日
の午前９時～午後５時に小江戸川越観光推進協議会（本庁

舎５階・観光課内）。申込書は、観光課にあります。また、

市のホームページからダウンロードすることもできます。

取り扱い要領…花火大会プログラムに提供者名を記載し、大
会当日、会場で打ち上げ前にメッセージを読み上げます。

メッセージは、提供者名を含めて40文字以内（例：○○○

○ちゃん、お誕生日おめでとう　提供△△△△）

問い合わせ…観光課観光推進担当・℡内線2733
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